
(57)【要約】

【課題】金属シェルの内周面に複数の割型軸受材を着脱

自在に取付けた液体が浸入する水平又は垂直回動軸用軸

受において、最後の割型軸受材を容易に取付け、かつ容

易に取外すことができる構成とする。

【解決手段】金属シェル２の内周面に複数の割型軸受材

３を取付けた軸受において、最後及びその１つ前に取付

ける割型軸受材３ｂ，３ａの接触側面３ｄ，３ｃを軸受

１の母線方向Ｐ－Ｐに対して傾斜させ、前記上端面Ｕに

抜取りボルト３１を螺合するための雌ネジ部Ｓを設ける

。また、隣接する二つの割型軸受材３，３の間にシム６

を挟む。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
金 属 シ ェ ル （ ２ ） の 内 周 面 に 複 数 の 割 型 軸 受 材 （ ３ ） を 取 付 け た 軸 受 に お い て 、 最 後 及 び
そ の １ つ 前 に 取 付 け る 割 型 軸 受 材 （ ３ ｂ ， ３ ａ ） の 接 触 側 面 （ ３ ｄ ， ３ ｃ ） を 軸 受 （ １ ）
の 母 線 方 向 （ Ｐ － Ｐ ） に 対 し て 傾 斜 さ せ て な る 液 体 が 浸 入 す る 水 平 又 は 垂 直 回 動 軸 用 軸 受
。
【 請 求 項 ２ 】
金 属 シ ェ ル （ ２ ） の 内 周 面 に 複 数 の 割 型 軸 受 材 （ ３ ） を 取 付 け た 軸 受 に お い て 、 最 後 及 び
そ の １ つ 前 に 取 付 け る 割 型 軸 受 材 （ ３ ｂ ， ３ ａ ） の 接 触 側 面 （ ３ ｄ ， ３ ｃ ） を 軸 受 （ １ ）
の 母 線 方 向 （ Ｐ － Ｐ ） に 対 し て 傾 斜 さ せ 、 前 記 上 端 面 に 抜 取 り ボ ル ト （ ３ １ ） を 螺 合 す る
た め の 雌 ネ ジ 部 （ Ｓ ） を 設 け て な る 液 体 が 浸 入 す る 水 平 又 は 垂 直 回 動 軸 用 軸 受 。
【 請 求 項 ３ 】
隣 接 す る 二 つ の 割 型 軸 受 材 （ ３ ） の 間 に シ ム （ ４ ） を 挟 ん で な る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載
の 液 体 が 浸 入 す る 水 平 又 は 垂 直 回 動 軸 用 軸 受 。
【 請 求 項 ４ 】
金 属 シ ェ ル （ ２ ） の 内 周 面 に 複 数 の 割 型 軸 受 材 （ ３ ） を 取 付 け た 軸 受 に お い て ， 最 後 及 び
そ の １ つ 前 に 取 付 け る 割 型 軸 受 材 （ ３ ｂ ， ３ ａ ） の 接 触 側 面 （ ３ ｄ ， ３ ｃ ） を 軸 受 （ １ ）
の 母 線 方 向 （ Ｐ － Ｐ ） に 対 し て 傾 斜 さ せ て な る 軸 受 （ １ ） で あ っ て 、 最 終 軸 受 材 （ ３ ｂ ）
の 取 付 け に 際 し て ， 前 記 金 属 シ ェ ル 内 周 面 の 取 付 面 （ ２ ａ ） に 置 い て 使 用 す る カ ム 状 の 治
具 で あ り 、 板 状 で ， 一 方 端 部 に ， 前 記 金 属 シ ェ ル 内 周 面 に 固 定 さ れ た ス ト ッ パ ー （ ７ ） あ
る い は 割 型 軸 受 材 に 当 接 す る 当 接 部 （ １ １ ａ ） を 有 し ， 他 方 端 部 に ， 前 記 取 付 面 を 挟 ん で
配 置 さ れ た 他 の 割 型 軸 受 材 に 当 接 す る 円 弧 状 の 摺 動 部 （ １ １ ｂ ） を 有 す る カ ム 板 （ １ １ ）
か ら ， 回 動 工 具 （ ２ ０ ） が 組 付 く 回 動 軸 （ １ ２ ） を 一 体 的 に 立 設 し て な る 液 体 が 浸 入 す る
水 平 又 は 垂 直 回 動 軸 軸 用 の 軸 受 組 立 用 カ ム 治 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】 本 発 明 は 、 金 属 シ ェ ル の 内 周 面 に 複 数 の 割 型 軸 受 材 を 着 脱 自 在
に 取 付 け た 軸 受 と 、 割 型 軸 受 材 を 金 属 シ ェ ル に 取 付 け る 際 に 使 用 す る カ ム 状 の 治 具 に 関 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】 近 年 、 船 舶 の 推 進 軸 や 操 舵 軸 を 支 持 す る 軸 受 は 、 そ れ ま で の 金 属 シ ェ ル に
軸 受 材 を 一 体 成 形 し た も の に 代 わ っ て 、 金 属 シ ェ ル と 別 体 成 形 さ れ 、 か つ 複 数 に 分 割 さ れ
た 複 数 の 割 型 軸 受 材 を 、 当 該 金 属 シ ェ ル の 内 周 面 に 取 付 け た も の が 使 用 さ れ る よ う に な っ
て い る 。 こ の 軸 受 は 、 例 え ば 、 摩 耗 の 激 し い 割 型 軸 受 材 の み を 交 換 す る こ と が で き る の で
、 補 修 が 容 易 で あ る と い っ た 利 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】 し か し 、 こ の 軸 受 に お い て は 、 割 型 軸 受 材 を 金 属 シ ェ ル
の 内 周 面 に 取 付 け る 作 業 が 面 倒 で あ る と い っ た 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
す な わ ち 、 こ の 軸 受 は 、 金 属 シ ェ ル の 内 周 面 に 、 複 数 の 割 型 軸 受 材 を ボ ル ト 等 の 固 定 手 段
を 用 い な い で 順 次 配 設 し 、 最 後 の 割 型 軸 受 材 を す で に 配 設 し た 割 型 軸 受 材 と ボ ル ト で 固 定
し た ス ト ッ パ ー と の 間 （ あ る い は 二 つ の 割 型 軸 受 材 の 間 ） に 緊 密 に 嵌 入 し 、 そ の 押 圧 力 に
よ っ て 全 て の 割 型 軸 受 材 を 金 属 シ ェ ル の 内 周 面 に 押 し 付 け て 固 定 し て い る 。 し か し 、 割 型
軸 受 材 の 成 形 誤 差 等 に よ り 、 最 後 の 割 型 軸 受 材 を 円 滑 に 嵌 入 す る こ と が 困 難 で あ る と い っ
た 問 題 が 発 生 し 易 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 補 修 の た め に 割 型 軸 受 材 を 金 属 シ ェ ル か ら 取 外 す 必 要 が あ る が 、 そ の 取 外 し が 厄 介
で あ る と い っ た 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は こ う し た 問 題 に 鑑 み 創 案 さ れ た も の で 、 金 属 シ ェ ル の 内 周 面 に 複 数 の 割 型 軸 受 材
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を 着 脱 自 在 に 取 付 け た 船 舶 用 軸 受 に お い て 、 最 後 の 割 型 軸 受 材 を 容 易 に 取 付 け 、 か つ 容 易
に 取 外 す こ と が で き る 構 成 と す る こ と を 課 題 と す る 。 ま た 、 取 付 け の 際 に 使 用 す る カ ム 状
の 治 具 を 提 供 す る こ と を も 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 図 １ 乃 至 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。 請 求 項 １ の 発 明 に 係 る
液 体 が 浸 入 す る 水 平 又 は 垂 直 回 動 軸 用 軸 受 １ は 、 金 属 シ ェ ル ２ の 内 周 面 に 複 数 の 割 型 軸 受
材 ３ を 取 付 け た 軸 受 に お い て 、 最 後 及 び そ の １ つ 前 に 取 付 け る 割 型 軸 受 材 ３ ｂ ， ３ ａ の 接
触 側 面 ３ ｄ ， ３ ｃ を 軸 受 １ の 母 線 方 向 Ｐ － Ｐ に 対 し て 傾 斜 さ せ て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に 係 る 液 体 が 浸 入 す る 水 平 又 は 垂 直 軸 用 軸 受 １ は 、 金 属 シ ェ ル ２ の 内 周 面
に 複 数 の 割 型 軸 受 材 ３ を 取 付 け た 軸 受 に お い て 、 最 後 及 び そ の １ つ 前 に 取 付 け る 割 型 軸 受
材 ３ ｂ 、 ３ ａ の 接 触 側 面 ３ ｄ ， ３ ｃ を 軸 受 １ の 母 線 方 向 Ｐ － Ｐ に 対 し て 傾 斜 さ せ 、 前 記 上
端 面 Ｕ に 抜 取 り ボ ル ト ３ １ を 螺 合 す る た め の 雌 ネ ジ 部 Ｓ を 設 け て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ３ の 発 明 に 係 る 液 体 が 浸 入 す る 水 平 又 は 軸 直 回 動 軸 用 軸 受 １ は 、 請 求 項 １ お よ び 請
求 項 ２ の 発 明 に お い て 、 隣 接 す る 二 つ の 割 型 軸 受 材 ３ ， ３ の 間 に シ ム ４ を 挟 ん で な る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ４ の 発 明 に 係 る 液 体 が 浸 入 す る 水 平 又 は 垂 直 回 動 軸 用 の 軸 受 組 立 用 カ ム 治 具 １ ０ は
、 金 属 シ ェ ル ２ の 内 周 面 に 複 数 の 割 型 軸 受 材 ３ を 取 付 け た 軸 受 １ に お い て 、 最 後 及 び そ の
１ つ 前 に 取 付 け る 割 型 軸 受 材 ３ ａ ， ３ ｂ の 接 触 側 面 ３ ｄ ， ３ ｃ を 軸 受 １ の 母 線 方 向 Ｐ － Ｐ
に 対 し て 傾 斜 さ せ て な る 軸 受 １ で あ っ て 、 最 終 軸 受 材 ３ ｂ の 取 付 け に 際 し て 、 前 記 金 属 シ
ェ ル ２ 内 周 面 の 取 付 面 ２ ａ に 置 い て 使 用 す る も の で あ り 、 板 状 で 、 一 方 端 部 に 、 前 記 金 属
シ ェ ル ２ 内 周 面 に 固 定 さ れ た ス ト ッ パ ー ７ あ る い は 割 型 軸 受 材 ３ に 当 接 す る 当 接 部 １ １ ａ
を 有 し 、 他 方 端 部 に 、 前 記 取 付 面 ２ ａ を 挟 ん で 配 置 さ れ た 他 の 割 型 軸 受 材 ３ に 当 接 す る 円
弧 状 の 摺 動 部 １ １ ｂ を 有 す る カ ム 板 １ １ か ら 、 回 動 工 具 ２ ０ が 組 付 く 回 動 軸 １ ２ を 一 体 的
に 立 設 し て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】 本 発 明 に 係 る 船 舶 用 軸 受 １ の 実 施 形 態 を 、 図 １ 乃 至 図 ４ に 示 す 。 こ
れ は 、 金 属 シ ェ ル （ 砲 金 シ ェ ル ） ２ の 内 周 面 に 複 数 の 割 型 軸 受 材 ３ を 取 付 け た も の で 、 船
舶 の 操 舵 軸 用 の 軸 受 で あ る 。 金 属 シ ェ ル ２ の 内 周 面 に は 、 等 間 隔 を 開 け て 二 つ の ス ト ッ パ
ー ７ を 固 定 ボ ル ト ８ に よ っ て 固 定 し て い る 。 こ の ス ト ッ パ ー ７ を 設 け る こ と に よ っ て 、 複
数 の 割 型 軸 受 材 ３ を 安 定 姿 勢 で 強 固 に 取 付 け る こ と が で き る 。 各 割 型 軸 受 材 ３ は 、 合 成 樹
脂 含 浸 繊 維 板 ４ と 合 成 ゴ ム 板 ５ で 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
そ し て 、 複 数 の 割 型 軸 受 材 ３ の う ち 、 最 後 及 び そ の １ つ 前 に 取 付 け る 割 型 軸 受 材 ３ ｂ ， ３
ａ の 接 触 側 面 ３ ｄ ， ３ ｃ を 軸 受 １ の 母 線 方 向 Ｐ － Ｐ に 対 し て 傾 斜 さ せ 、 最 後 に 取 付 け る 割
型 軸 受 材 ３ ｂ は 、 上 端 面 Ｕ 側 を 幅 広 と す る と 共 に 、 下 端 面 Ｄ 側 を 幅 狭 と し て い る 。 １ つ 前
に 取 付 け る 割 型 軸 受 材 ３ ａ は 、 上 端 面 側 が 幅 狭 で 、 下 端 面 側 が 幅 広 で あ る 。 そ し て 、 最 後
に 取 付 け る 割 型 軸 受 材 ３ ｂ の 上 端 面 Ｕ に 抜 取 り ボ ル ト ３ １ を 螺 合 す る た め の 雌 ネ ジ 部 Ｓ を
形 成 し て い る 。 さ ら に 、 隣 接 す る 二 つ の 割 型 軸 受 材 ３ ， ３ の 間 に シ ム ４ を 挟 ん で い る 。 な
お 、 最 終 軸 受 材 ３ ｂ は 、 ス ト ッ パ ー ７ に 隣 接 し て 取 付 け る と 作 業 性 が 良 い 。 ま た 雌 ネ ジ 部
Ｓ に は 、 使 用 時 以 外 で は 栓 ボ ル ト ９ を 螺 合 し 、 封 鎖 し て お く こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 液 体 が 浸 入 す る 水 平 又 は 垂 直 回 動 軸 用 軸 受 １ は 、 最 後 及 び そ の １ つ 前 に 取 付 け る 割 型
軸 受 材 ３ ｂ ， ３ ａ の 接 触 側 面 ３ ｄ ， ３ ｃ を 軸 受 １ の 母 線 方 向 Ｐ － Ｐ に 対 し て 傾 斜 さ せ て い
る の で 、 ス ト ッ パ ー ７ と 他 の 割 型 軸 受 材 ３ と の 間 に そ の 幅 狭 で あ る 下 端 側 を 侵 入 さ せ て 、
そ の ま ま 嵌 入 す る こ と が で き る 。 ま た 、 二 つ の 割 型 軸 受 材 ３ ， ３ の 間 に シ ム ４ を 挟 ん で い
る の で 、 そ の シ ム の 弾 力 に よ り 、 複 数 の 割 型 軸 受 材 ３ を 緊 密 状 態 で 強 固 に 取 付 け る こ と が
で き る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 最 終 軸 受 材 ３ ｂ の 幅 広 で あ る 上 端 面 Ｕ に 抜 取 り ボ ル ト ３ １ を 螺 合 す る た め の 雌 ネ ジ
部 Ｓ を 形 成 し て い る の で 、 補 修 に 際 し て 、 割 型 軸 受 材 ３ を 金 属 シ ェ ル ２ か ら 容 易 に 取 外 す
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
す な わ ち 、 補 修 に 際 し て は 、 図 ５ ・ 図 ６ に 示 す よ う に 、 抜 取 り 治 具 ３ ２ に よ っ て 、 ま ず 、
最 終 軸 受 材 ３ ｂ を 抜 き 取 る 。 抜 取 り 治 具 ３ ２ は 、 抜 取 り ボ ル ト ３ １ 、 ア ン グ ル 材 で 形 成 し
中 心 部 に 孔 部 ３ ２ ａ を 穿 設 し た 支 持 板 ３ ２ 、 パ イ プ 材 で 形 成 し た 一 対 の 脚 部 ３ ３ お よ び 回
転 ナ ッ ト ３ ４ か ら な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 抜 取 り に は 、 抜 取 り ボ ル ト ３ １ を 支 持 板 ３ ２ の 孔 部 ３ ２ ａ を 挿 通 し た 状 態 で 最 終 軸 受
材 ３ ｂ の 雌 ネ ジ 部 Ｓ に 螺 合 さ せ 、 そ の 支 持 板 ３ ２ を 一 対 の 脚 部 ３ ３ で 支 持 す る 。 こ の 状 態
か ら 、 回 転 ナ ッ ト ３ ４ を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 抜 取 り ボ ル ト ３ １ を 上 昇 さ せ 、 そ れ に 伴
い 最 終 軸 受 材 ３ ｂ を 引 き 上 げ る 。 こ の 際 、 最 終 軸 受 材 ３ ｂ 及 び そ の １ つ 前 に 取 付 け る 割 型
軸 受 材 ３ ａ を 軸 受 １ の 母 線 方 向 Ｐ － Ｐ に 対 し て 傾 斜 さ せ て い る の で 、 容 易 に 抜 き 取 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
最 終 軸 受 材 ３ ｂ を 抜 き 取 る こ と に よ っ て 、 割 型 軸 受 材 ３ 間 の 緊 密 状 態 が 解 消 さ れ る の で 、
他 の 割 型 軸 受 材 ３ を 容 易 に 取 外 す こ と が で き る 。 従 っ て 、 補 修 の 必 要 な 割 型 軸 受 材 ３ の み
を 取 外 し 、 新 た な 割 型 軸 受 材 ３ と 交 換 す る こ と が で き る 。 な お 、 最 終 軸 受 材 ３ ｂ の み を 交
換 す る 場 合 に は 、 当 該 軸 受 １ を 操 舵 軸 に 装 着 し た ま ま の 状 態 で も 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 実 施 形 態 に 係 る 軸 受 １ は 船 舶 の 操 舵 軸 用 で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 船 舶 の 推 進 軸 用
と し て も 使 用 で き 、 ま た 、 船 舶 以 外 の 使 用 に も 対 応 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 に 係 る カ ム 治 具 １ ０ の 実 施 形 態 を 、 図 ７ ～ 図 １ ０ に 示 す 。 こ れ は 、 上 記 実 施 形 態 に
係 る 軸 受 １ に お い て 、 そ の 最 終 軸 受 材 ３ ｂ を 金 属 シ ェ ル ２ に 取 付 け る た め に 、 当 該 最 終 軸
受 材 ３ ｂ が 取 付 け ら れ る 部 分 で あ る 取 付 面 ２ ａ に 置 い て 使 用 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の カ ム 治 具 １ ０ は 、 カ ム 板 １ １ と 回 動 軸 １ ２ で 構 成 さ れ る 。 カ ム 板 １ １ は 金 属 板 で 形 成
さ れ 、 そ の 一 方 端 部 に 、 金 属 シ ェ ル ２ の 内 周 面 に 固 定 さ れ た ス ト ッ パ ー ７ に 当 接 す る 当 接
部 １ １ ａ を 有 し て い る 。 こ の 当 接 部 １ １ ａ は ス ト ッ パ ー ７ を 損 傷 さ せ な い た め に 円 滑 な Ｒ
面 と し て い る 。 ま た 、 他 方 端 部 に 、 取 付 面 ２ ａ を 挟 ん で 配 置 さ れ た 他 の 割 型 軸 受 材 ３ ａ に
当 接 し て 摺 動 す る 円 弧 状 の 摺 動 部 １ １ ｂ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 回 動 軸 １ ２ は 、 同 じ く 金 属 製 で 、 カ ム 板 １ １ の 中 央 部 か ら 一 体 的 に 立 設 さ れ 、 回 動
工 具 ２ ０ （ ラ チ ェ ッ ト ス パ ナ ） が 組 付 く よ う に 六 角 柱 形 状 に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の カ ム 治 具 １ ０ は 、 図 ８ ・ 図 ９ に 示 す よ う に し て 使 用 す る 。 す な わ ち 、 当 該 カ ム 治 具 １
０ を 金 属 シ ェ ル ２ の 取 付 面 ２ ａ に 置 き 、 カ ム 板 １ １ の 当 接 部 １ １ ａ を ス ト ッ パ ー ７ の 側 面
に 当 接 さ せ る と 共 に 、 摺 動 部 １ １ ｂ を 対 向 位 置 す る 最 後 か ら １ つ 前 に 取 付 け る 割 型 軸 受 材
３ ａ の 側 面 ３ ｃ に 当 接 さ せ る 。 こ の 状 態 で 、 回 動 軸 １ ２ に 嵌 め 込 ん だ 回 動 工 具 ２ ０ を 回 動
さ せ る 。 こ れ に よ り 、 割 型 軸 受 材 ３ ａ が 押 さ れ 、 取 付 面 ２ ａ が わ ず か に 拡 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 状 態 で 、 最 終 軸 受 材 ３ ｂ を 嵌 め 込 む 。 こ の と き 、 取 付 面 ２ ａ は カ ム 治 具 １ ０ に よ っ て
拡 げ ら れ て い る の で 、 容 易 に 嵌 め 込 む こ と が で き る 。 次 に 、 カ ム 治 具 １ ０ を 取 外 し 、 最 終
割 合 軸 受 材 ３ ｂ を 、 そ の 下 端 面 Ｄ 側 か ら 嵌 め 込 む 。 こ の 際 、 最 終 及 び そ の １ つ 前 の 軸 受 材
３ ｂ ， ３ ａ は 、 そ の 接 触 側 面 ３ ｄ ， ３ ｃ が テ ー パ ー 面 に な っ て い る の で 、 容 易 に 嵌 入 す る
。 な お 、 割 型 軸 受 材 ３ ， ３ 間 に シ ム ４ を 挟 ん で お く と 、 当 該 シ ム ３ ， ３ の 弾 力 に よ っ て 割
型 軸 受 材 ３ 同 士 を 緊 密 に 組 付 け る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に 係 る 液 体 が 浸 入 す る 水 平 又 は 垂 直 回 転 軸 用 軸 受 １
は 、 最 終 軸 受 材 及 び そ の １ つ 前 に 取 付 け る 割 型 軸 受 材 ３ ｂ ， ３ ａ の 接 触 側 面 ３ ｄ ， ３ ｃ を
傾 斜 面 と し た の で 、 金 属 シ ェ ル ２ へ 容 易 に 取 付 け る こ と が で き る 。 ま た 、 取 外 し も 容 易 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に 係 る 液 体 が 浸 入 す る 水 平 又 は 垂 直 回 動 軸 用 軸 受 １ は 、 最 終 軸 受 材
３ ｂ 及 び そ の １ つ 前 に 取 付 け る 割 型 軸 受 材 ３ ａ の 接 触 側 面 ３ ｄ ， ３ ｃ を 傾 斜 面 と し て 、 さ
ら に 、 前 記 上 端 面 Ｕ に 抜 取 り ボ ル ト ３ １ を 螺 合 す る た め の 雌 ネ ジ 部 Ｓ を 設 け た の で 、 金 属
シ ェ ル ２ へ の 取 付 け を 容 易 に 行 う こ と が で き る と 共 に 、 取 外 し 治 具 を 使 用 す る こ と に よ っ
て 、 取 外 し を さ ら に 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に 係 る 液 体 が 浸 入 す る 水 平 又 は 垂 直 回 動 軸 用 軸 受 １ は 、 請 求 項 １ お
よ び ２ の 発 明 に お い て 、 隣 接 す る 二 つ の 割 型 軸 受 材 ３ ， ３ の 間 に シ ム ４ を 挟 ん だ の で 、 割
型 軸 受 材 ３ ， ３ 同 士 を よ り 緊 密 に 組 付 け る こ と が で き 、 金 属 シ ェ ル ２ に さ ら に 強 固 に 取 付
け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に 係 る 液 体 が 浸 入 す る 水 平 又 は 垂 直 回 動 軸 の 動 受 組 立 用 カ ム 治 具 １
０ は 、 そ の 使 用 に よ っ て 、 最 終 軸 受 材 ３ ｂ を 金 属 シ ェ ル ２ に 容 易 に 取 付 け る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 軸 受 の 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 軸 受 の 一 部 展 開 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に お い て 、 最 終 軸 受 材 の 組 付 課 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 軸 受 の 最 終 軸 受 材 の 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 正 面 図 、 （ ｂ
） は 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 最 終 軸 受 材 を 抜 き 取 る 状 態 を 示 す 要 部 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 平 面 相 当 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る カ ム 治 具 の 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は 平 面
図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る カ ム 治 具 の 使 用 状 態 を 示 す 要 部 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の 平 面 相 当 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 船 舶 用 軸 受
２ 　 　 　 　 金 属 シ ェ ル
２ ａ 　 　 　 取 付 面
３ 　 　 　 　 割 型 軸 受 材
３ ａ 　 　 　 最 終 軸 受 材 よ り も １ つ 前 の 軸 受 材
３ ｂ 　 　 　 最 終 軸 受 材
３ ｃ 　 　 　 接 触 側 面
３ ｄ 　 　 　 接 触 側 面
４ 　 　 　 　 合 成 樹 脂 含 浸 繊 維 板
５ 　 　 　 　 合 成 ゴ ム 板
６ 　 　 　 　 シ ム
７ 　 　 　 　 ス ト ッ パ ー
８ 　 　 　 　 固 定 ボ ル ト
９ 　 　 　 　 栓 ボ ル ト
１ ０ 　 　 　 カ ム 治 具
１ １ 　 　 　 カ ム 板
１ １ ａ 　 　 当 接 部
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１ １ ｂ 　 　 摺 動 部
１ ２ 　 　 　 回 動 軸
２ ０ 　 　 　 回 動 工 具
３ ０ 　 　 　 抜 取 り 治 具
３ １ 　 　 　 抜 取 り ボ ル ト
３ ２ 　 　 　 支 持 板
３ ２ ａ 　 　 孔 部
３ ３ 　 　 　 脚 部
３ ４ 　 　 　 回 転 ナ ッ ト
Ｄ 　 　 　 　 下 端 面
Ｓ 　 　 　 　 雌 ネ ジ 部
Ｔ 　 　 　 　 テ ー パ ー 面
Ｕ 　 　 　 　 上 端 面
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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